
気温低下前のポイント(施肥)

一般の粒状肥料より溶けやすい肥料との比較

肥効①
土壌表面へ施肥すると肥効を示すので少ない水分で素早く溶けて

    一般的な粒状肥料よりも早く効きます。

肥効②
肥料養分の拡散性と浸透性が高く
広い根圏のカバーします。

表面指数 ：3.8倍(拡散性)
横への拡散： 2倍(浸透性)

千代田化成 千代田化成 粒状肥料粒状肥料

低温時にも効果的な肥効

もうすぐ冬到来となり急激な気温低下する前に

千代田化成を追肥しませんか？
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（編集：木内）

10～12月にかけて気温が10℃以上も下がり、
地温も低下し肥料が効きにくくなります。
寒くなる前に千代田化成を追肥しましょう。
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千代田化成の追肥で収量アップ！

3か月の平均気温

地域/月 10月 11月 12月

北海道 13.2 6.6 -1.3

東北（宮城） 16.7 11.4 4.7

関東（東京） 18.9 14.2 8.3

中部（名古屋） 19.5 14.3 7.3

近畿（大阪） 20.1 14.9 8.6

中国（広島） 19.7 14.4 7.3

九州（福岡） 20.5 15.7 8.9

平均 18.4 13.1 6.3

施肥量
    試験区 元肥：オール14    14㎏N/10a

追肥：千代田化成550 6㎏N/10a×2回
対照区 元肥：オール14  14㎏N/10a

追肥：オール14 6㎏N/10a×2回
定植：2020年10月6日
追肥：2020年10月28日(1回目)

2020年11月17日(2回目)

白菜の試験結果

規格別個数

M S S未満

ポーラス肥料 4 6 0

オール14 0 6 4

M:2.0以上2.5㎏未満、S：1.5以上2.0㎏未満Point ①：果樹

果樹の収穫後の栄養状態が悪いと翌年の花芽に影響があり！
栄養を回復させるためにお礼肥を行いましょう！
この夏の高温下で樹勢が弱って早期回復に向けてお礼肥を施しましょう。
お礼肥で施す千代田化成(550・472）は速効性で収穫後の養分補給に
効果的です。

お礼肥の施肥目安は収穫後20～40㎏/10 aとなります。
（地域の施肥設計や樹齢によって施肥量は調整してください。）

Point②：路地野菜

秋冬野菜は早めの千代田化成(550・472）追肥！
タイミング良く効果的に行いましょう！

Point③：ハウス野菜

肥料代が液肥に比べて安価なファイン千代田(550・472)
1袋(20㎏)で約３回分の液肥となります！

①１０倍希釈し液肥を作ります。
②液肥混入装置の希釈ダイヤルを２０倍にセットし灌水施肥を行います。
施肥量は１０ａ当たり窒素成分で１ｋｇ前後を目安にしてください。

例：１０ａのハウスで、窒素１ｋｇ追肥する場合
ファイン千代田７ｋｇを７０リットルの水で希釈。

今年の12月は例年より厳しい寒さになる
予報で注意が必要です。

今回は白菜の試験結果をご紹介します。

（地域の施肥設計や樹齢によって施肥量は調整してください。）
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